
担当課生涯学習課　

担当係生涯学習係　

事 業 の 内 容

事 業 の 目 的

指 標

【実績値及び目標値】

実績(回数）目標（回数） 職員数 事業費（決算見込額）千円

12 0.1 0
19 0.1 0
21 20 0.1 0
24 20 0.1 0

20 0.1 0
20 0.1 0
20 0.1 0

【達成率】 120%

総合評価については、

A　予定どおり進める

B　見直しが必要(手法等）

C　見直しが必要（縮小）

D　廃止が相当　から選択

評価理由についても

記載してください

メニューの見直しとＰＲ方法を検討すること

成果指標の当該年度目標に対する達成度

【改革プランへの対応】（何をどのように実施したか）

【効率性】　　　Ｂ

【市民満足度】　Ａ

必要性、有効性、効率性、市民満足度については、

チェック表を基に

【改革プラン】　総合評価がＢ、Ｃ、Ｄの場合記入

市民ニーズに応えるメニューの作成。
ホームページや広報への掲載、チラシ等の配布について検討する。

豊明市事務事業評価票（１７年度事業）　ソフト事業及びハード事業用

事 業 名   生涯学習出前講座

総 合 計 画 上 の 事 業 名   生涯学習体制の整備事業

予 算 事 業 名

市の仕事や取り組みについて、市民のところへ市職員が出向き講師となっ
て、わかりやすく説明し、情報を提供する。

  社会教育活動事業

市民にとって自主的に市政やまちづくりへの参加・情報収集の機会となる
ため、聞きたい、知りたい市の取り組みや専門知識などを、市職員が講師
となり、地域やグループでの会合・集会に出向き学習の手伝いをする。

開催する回数を指標とする。年間２０回を提供目標とする。

事 業 実 績
及 び
目 標 値

平成１４年度
平成１５年度
平成１６年度
平成１７年度
平成１８年度

平成２０年度
平成１９年度

総合評価及び
今後の対応

【総合評価（担当課）】　　Ｂ

【総合評価（審査会）】　　Ｂ

【総合評価（最終評価）】　Ｂ

ホームページでのお知らせを実施した。また、家庭教育学級の講座として
活用した。

Ａ　大いにある、Ｂ　普通、Ｃ　ほとんどなし

【必要性】　　　Ａ

【有効性】　　　Ａ

から選択

出前講座依頼の件数は、目標件数を達成した。しかし、全
52メニューのうち依頼されないメニューもある。依頼講座
メニューに偏りがある。


